
 
 

定期修理中の高圧ガス配管改造工事に伴う火災 

発生年月日 令和６年３月２２日（金）１４時２５分頃 

業   態 石油精製業 施設装置名 エチレン製造装置 

機 器 名 高圧ガス配管 部   位 配管内部 

運転状況 停止中 作業状態 改造工事中 

物 質 名 Ｃ３／Ｃ４ポリマー 発 火 源 アセチレンガス溶断機 

直接原因 維持管理不十分 間接原因 操作確認不十分 

人的被害 なし 物的被害 なし 
（事故形態） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

被災・影響範囲 なし 
（事故概要） 
発災当時、施設は定期修理に伴い停止中であり、施設の改造工事として、脱プロパン塔

（Ｃ－５）底部にある貯槽（Ｃ－５Ａ）から、Ｃ４留分（主にブタジエンガス）を隣接す

る貯槽（Ｃ－５Ｂ）へ送る高圧ガス配管（１０Ｂ）の途中に、バルブを増設する工事を実

施していた。 

配管内部を窒素雰囲気とし、事前工事として、当該配管から枝出しした２Ｂの高圧ガス

配管を手ノコで切断した後、切断した部分からガス検知器を挿入し、１０Ｂの配管内部の

測定を実施した。その後、１０Ｂ配管を溶断するにあたっての最終確認として、同箇所か

らバーナーの火（試し火）を入れたところ、瞬間的に火炎が上がり、その後煙が上がった

もの。 

（事故原因） 
 ２次パージ工事手順書のポリマー含有の項目について、「無」が選択されていたことに

より、本来ならば、窒素とともに、スチームパージを実施すべきところが、窒素パージの

みの実施となってしまったため、配管内部にポリマーの残渣物が存在していた。 

 その状態で、配管切断前の燃焼危険を確認するために、試し火を内部に挿入したため、

当該試し火がポリマーを溶融させて可燃性ガスを発生させたことにより、当該ガスに引火

し出火に至ったものと推定される。 

【再発防止対策】 
 ＦＴＡ図のとおり 
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維持管理不
十分

ＦＴＡ図

ＡＮＤ

※１、２

ＡＮＤ

燃焼危険確認のための試し火挿入

操作確認不十分

※４

ポリマー残存箇所の
認識不足

ＡＮＤ

試し火の炎

空気の存在

ＩＮ

①

残存ポリマー溶融気化

配管切断前の燃焼危険の確認

工事手順書の上席による
精査・チェック体制なし

可燃性ガス発生

ポリマー残存

２次パージにおいて
スチーミング未実施

①
ＯＵＴ

工事手順書でポリマー含有
「無」を選択

維持管理不
十分

※３

配管内の可燃性ガスが出火



 
 

 
※１ポリマーが残存する可能性がある箇所の可視化  

  系全体のポリマーが残存する可能性のある箇所について、運転作業員に加えてプロ

セスエンジニアの評価により可能性の有無を判断し、その結果を手順書及びプロセス

フロー図にポリマー生成箇所を記載する。これにより、ポリマーが残存する系統の配

管に工事が発生した場合にはスチームパージが必要であることを可視化する。 

※２ポリマーが残存する可能性のある箇所の再精査  

  今回の施設の定期修理中、全ての火気工事を行う場所について、※１の方法により

ポリマーが残存する可能性のある箇所を再度確認し、ポリマー含有の項目が「無」と

されていた２件の箇所についてスチームパージを実施する。 

※３手順書のチェック方法の変更 

  手順書を作成する担当者が、同書のポリマー含有を確実にチェックすることができ

るようにするために、今後工事が発生した場合、※１で作成されたプロセスフロー図

を工事箇所と照合して、ポリマー含有の有無を判断する。 

  また、担当者が作成した手順書を精査する上席の職員も当該フロー図を使用して、

相互にチェックを行う体制に変更する。 

※４作業要領書の変更 

  作業要領書を変更し、※１の方法によりポリマー残存の可能性がある箇所への溶断

作業を禁止し、スチームパージ後に万が一ポリマーが残存していた場合でも、安全に

切断できる次の方法に変更する。 

・水を掛けながらセーバーソー等の間接火気による切断を実施する。 

・間接火気で窓（小さな開口部）を作り、内部が湿潤状態であるのを確認後、グラ

インダーで切断する。 

 


